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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は西田幾多郎の 「前期」哲学に伝記的 ・成立論的 ・比較思想的という三っの側面か ら考
察を加えた研究である。そしてそれは、1「 序論」 ・H「 西田哲学以前の伝記的考察」 ・皿 「西田
『前期』哲学の成立論的考察」 ・IV「西田 「前期』哲学の比較思想的考察」 ・V「 結論」 の五つの




そしてそもそも西田の思索 は哲学 と呼びうるのか、 ということについて考察 した。ついで二 「この
論文が扱う範囲と研究方法」では、 この論文で扱 う西田の創作の範囲を 『働 ぐものか ら見るものへ』
(1927年)ま でに限定 し、さらに伝記的事実も参考にして研究をすることについて述べた。
H「 西 田哲学以前の伝記 的考察」
ここでは西田幾多郎の誕生から教職について本格的な研究を開始するまでの期間の彼の精神の熟
成とでもいうべきものを明らかにした。 まず」 「宇 ノ気にて一 幼年時代」では、1870年 の誕生か






第一点は、高等中学校時代に書かれた 『我尊会有翼文稿』 と中退後に成された 『不成文会有翼生
草稿』の二つの原稿綴の内容を紹介することによって、当時の西田が何を考え、どのようなことに
関心を抱いていたかを明らかにしたことである。当時の彼は自由民権運動に強い共感をもっていた
開明的な生徒であったのである。(ニ ー3)こ れらの草稿はかなり重要なものであると私 は考えて
いるが、先行研究はほとんどその内容に触れていなかった。
第二点は、 これまでの研究でも大きな問題とされてきた、金田(山 本)良 吉宛 の書簡一 ・二の
「唯物論」の主張と、後年の思想 にっながる 「経験即実在論」との間の矛盾を解決 したことである。










皿 「西田 『前 期』哲 学の成立論的考察」




験即実在論の立場がいかにして処女作 『善の研究』(1911年)の 純粋経験概念へと発展 していった
かにっいて論 じた。そのことを遂行するにあたっての着眼点は二つあった。第一 として、四高教授
時代の 『心理学講義』(1905年)や 『倫理学草案第二』(1906年)と いった講義案、および 『善の研
究』の草稿を含む研究ノー トである 『純粋経験に関する断章』など 『西田全集』第16巻 所収の未定
稿を使用することである。第二には、 これらのテキス トで使われている直接経験 と純粋経験 という
二っの用語の関係に注目することである。
さて、調べてみると 『善の研究』に現れている純粋経験概念には次の五っあ特性があることが分
か った。すなわちく初生児の意識の如 き〉 「原初的精神状態」を示す 〔特性1〕 、<純 粋経験 は体
系的発展である〉という場合の 「意識の体系的発展全体」を示す 〔特性■〕、思惟 ・意志 。知的直
観といった 「一切の精神活動の根本形式」 としての 〔特性皿〕、<実 在とは唯我々の意識現象即ち
直接経験の事実あるのみである〉 として 「実在」と同 じに使われる 〔特性IV〕、さらに 「神」 にも
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「宗教」(1909年5月 雑誌発表)〔特性1〕 〔特性IV〕 〔特性V〕
以上直接経験純粋経験の両方使用。ただし 〔特性H〕 〔特性V〕 としては純粋経験のみ。
このように分類 してみると1907年 までに成立 していた 〔特性1〕 〔特性皿〕〔特性IV〕 は直接経験
としても交換可能であり、1908年 以降に新たに含められた 〔特性H〕 と 〔特性V〕 は純粋経験 とい
う用語で しか表されないことが分かる。すなわち純粋経験概念といって も、 〔特性1〕 〔特性皿〕
〔特性IV〕 だけを含む狭義の純粋経験概念(以 下では直接経験概念 と呼ぶ)と 、それ らに 〔特性1[〕








自覚 と純粋経験の相似点を四つ挙げると次のようになる。①個別(個 人)的 であると同時に普遍
(全体)的 である。〔特性1〕 ②自発自展的体系を有する。〔特性H〕 ③一切 の精神活動の根本
形式である。 〔特性皿〕 ④物質現象 と精神現象を含む。 〔特性IV〕 これらの相似点は、経験 も実
在も何 らかのものの分化発展である、という西田が本来有 していた考え自体は純粋経験の立場か ら
自覚の立場へ移行 してもまったく変わらなかった、 ということを意味 している。
もちろん自覚 と純粋経験には相違点もある。それらを四点あげたい。①純粋経験ではそれが純粋
で直接でありながら同時に思惟 ・意志 ・知的直観を含むという難点があったが、自覚ではそれらは













包摂されることで別の段階へ到達 したことを示 した。まず自覚概念か ら場所概念への移行をよく示
している 『働 くものから見るものへ』(1927年)の 前編の内容をまとめると次のようになる。①我々
に直接与え られているものは知覚ではなく直観である。②直観は意志の自覚である。③意志の自覚
が物理的世界を構成する。④知覚作用 も意志の自覚の一側面である。⑤時も自覚の形式をもつ。⑥
全ての自覚を否定する(反 省する)直 観 としての場所が想定されうる。
そして後編で展開される場所概念は以下の五点の特性を有 しているのである。












第四点は、場所は存在界としての 「有の場所」、意識界 としての 「対立的無の場所」、そして叡智
界としての 「絶対的無の場所」の三通 りがある、ということである。
第五点は、それらの三つの場所 は重層的に構成されている、 ということである。 もちろん場所が
重層的であるというのは、それ らが別々に層を成 してあるというのではな くて、「有の場所」 は









い述語面一 場や状況 とでもいうもの一 を重 く見ることになるのだか ら、実践の場では 「観想主
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IV「 西田 『前期 』哲学の比較 思想的考察」
ここでは西田の 「前期」哲学とそれが成立するにあたって影響を与えたと考え られる諸思想との
比較思想的な考察をおこなった。その比較思想の対象として選んだ思想家は全部で6名 、本編で登
場する順にその名前をあげるな らば、大西祝 ・綱島梁川 ・カント・ショーペンハウアー・ヒューム・
世親(唯 識思想)で ある。西田がこれ らの思想家の著作に親 しんでいたことは確実であるし、また
多 くの場合自らの論文に引用 したり反論を試みた りしている。
まず一 「大西祝と綱島梁川をめぐって」では、今ではほとんど忘れ去 られている大西と綱島の思
想が純粋経験概念の成立に与えた影響にっいて見た。「善の研究』の成立にあたって、西田は大西




発表 していた。1907年 か ら翌年にかけての直接経験か ら純粋経験への展開に際 しても綱島の思想の
影響があったと考えられる。西田は大西か ら明晰な分析方法を学び、綱島の 「見神」の実験から自
らの思索の方向性を開眼 したのである。日本における真にオリジナルな哲学が、カン トの請け売 り
でもまた神秘体験の無批判な言語化でもない、徹底的な批判を通過 した後のそれでもなお否定 しき
れない絶対者との出会いにあったことが、西田の哲学に深みを与えているのである。
っいで二 「カントとショーペ ンハウアーをめぐって」では、まず前半部において、 自覚概念の成
立に果たしたカントの思想の役割について述べた。その場合に西田が新 カント主義西南学派のH=
リッケル トの主張である 「意味と事実の峻別」に反対 していたことに注目した。 しかも調べてみる
と、西田自身はカントの主張にはまったく賛成だったのである。すなわち西田は自ら 「カントに還」
ることで リッケル トとは別のカント解釈をしていたのだった。その解釈とは 「事実と意味の自覚内




化して述べるならば、西田の 「自覚」概念は、フィヒテの 「絶対自我」概念に加えて、 カン トの










意志の場合は意志否定を考えないので不整合は存在 しない、②絶対 自由の意志は一貫 して目的論で











想定 していないこと、③時間 もまたそれらが作り出 しているとすること、④前五識 ・意識 ・末那識
へと深まってゆく識の段階と、感覚 ・意識 ・意志へと深化する自覚の段階が対応 していること、で





ここまでの議論では 「場所の成立に関 して」という副題とそぐわない部分もあるが、私は 「絶対










た背景には肉親の死から受けた衝撃があったのではないか、 とい う考えを提起 したことである。
(一一4)私 はすでに皿一一 一7に おいて、西田が心理主義的直接経験概念を論理主義的純粋経験
概念へ と変更 した時期を1907年 か ら翌年にかけてと推測 していた。肉親との死別や自身の病気といっ
た個人的な不幸はまさにその時期に起 こっていたのである。
第三点は、意味と事実の峻別を唱えるリッケル トを批判 しつつ、なおもカント哲学自体には尊敬
の念を抱き続けた西田の考え方の根底にはSelbstbewuBtsein概 念の積極的解釈 とで もいうものが








第六点は、自覚の哲学 と唯識思想の相似点 と相違点を明らかにすることで、自覚 と唯識の末那識
までとは非常に大きな重なりを有 している、ということを立証 したことである。(三 一3)こ の相
似は興味深いもので、今 日まで比較思想的研究が試みられてこなかったのが不思議なほどである。
第七点は、自覚の哲学の行き着いた先に現れた 「場所」概念は、唯識思想における 「阿頼耶識」
と同じものなのではないか、 という考えを提示 したことである。(三 一4)
V「 結論」
ここでは結論 として全体のまとまりをっけた。まず、一 「西田 『前期』哲学の意義」では、ここ
までの西田の思想の意義を世界と日本の二っの思潮の側面か ら考えた。すなわち、西田の思索は当
時の世界の思潮の最新の成果を同時的に受容 し、す ぐさまそれらと自らの思想を媒介 しようとして
いたのであり、また日本の思潮においては、主に 「大正」期の 「デモクラシー」を支える思想を作
り上げたのだった。っいで、二 「この論文の西田 『前期』哲学研究史上の価値」では、 この論文の
伝記的 ・成立論的 ・比較思想的考察が西田哲学の研究史の上でどのような価値をもつのかにっいて
明らかにした。その内容はすでにこの要旨に組み込まれている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨





した1894年 までを扱う。第一章 「宇ノ気にて 幼少時代」では誕生から小学校卒業までを、第二
章 セ金沢にて一 第四高等中学校時代」では1883年 から90年まで中等教育を受けた金沢での生活と




第三編 「西田 『前期』哲学の成立論的考察」では、西田の 「前期」哲学の形成過程を三期に分け
て論述する。第一章 「直接経験か ら純粋経験へ」では、『善の研究』(1911年 刊)に 成立論的考察を
加える。論者は、四高教授時代の 『心理学講義』(1905年)や 『倫理学草案第二』(1906年)な どの
講義案および 『善の研究』の草稿を含む 『純粋経験に関する断章』などの、従来の研究では活用さ
れてこなかった未定稿の内容と 『善の研究』の内容を綿密につき合わせる。そして、①西田の純粋




第二章 「純粋経験か ら自覚へ」 は、『善の研究』 ののち、 『自覚における直観 と反省』 の成 る
(1917年刊)ま での西田の哲学思想を扱う。論者 は、『善の研究』時の純粋経験概念の五っの特性の
大部分が継承され、それらに 「絶対自由の意志」が加わって、この期の自覚概念が成立 した、 「自
覚」において 「純粋経験」の持つ哲学思想上の欠点が改善された、と説 く。「純粋経験」と 「自覚」
との連続 ・非連続をめぐる論者の指摘は、新知見として注目されてよい。
第三章 「自覚から場所へ」は、『自覚における直観 と反省』ののち、『働 くものから見 るものへ』




第四編 「西田の 『前期』哲学の比較思想的考察」では、西田の 「前期」哲学 とそれに影響を与え
たとみられる諸思想とについて、比較思想的考察を行う。第一章 「大西祝と綱島梁川をめ ぐって




第二章 「カントとショーペンハウアーをめぐって一一 自覚の成立に関 して」 は、西田がカントの
SelbstbewuBtsein概 念を独自に解釈 しっっ、 またショーペンハウアーの 「盲目的意志」 を 「絶対
自由の意志」に改変 しつつ、西田独自の自覚概念を樹立 した、 と論述する。





第五編 「結論」では、第一章で 「西田 『前期』哲学の意義」、第二章で 「この論文の西田 『前期』
哲学研究史上の価値」を概括的に記す。
総 じて、本論文は、西田の青少年期の生活や思想の探求の上で、「前期」哲学の形成過程 の把握




よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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